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f莱盟......，.臨盟掴関生衛

可訟や

弘画審

ち通

時間毒事日時文
時(金)から2月

環
境
セ
シ
タ
ー

完
成
閏
近
l

長
浜
町
と
犬
洲
市
で
は
、
新
し
い
ご

み
焼
却
場
「
大
洲
市
e

長
浜
町
環
境
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
を
、
大
洲
市
八
多
喜

で
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
工
事
も
ほ
ぼ

完
了
し
、
一
月
三
十
一
日
か
ら
試
験
運

転
に
入
る
予
定
で
す
。

こ
の
試
験
運
転
は
、
実
際
に
設
計
通

り
に
燃
え
る
か
、
排
ガ
ス
・
排
水
処
理

施
設
が
正
常
に
機
能
す
る
か
な
ど
を
調

べ
る
も
の
で
、
長
浜
町
の
可
燃
ご
み
も

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
運
び
、
焼
却
処
理
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

二
月
一
日
(
金
)
か
ら
可
燃
ご
み
の
収

集
曜
日
・
時
間
を
別
表
の
通
り
変
更
し

ま
す
。

ま
た
、
長
浜
町
ご
み
焼
却
場
の
直
接

持
ち
込
み
は
、
二
一
月
末
日
ま
で
受
け
入

れ
、
環
境
セ
ン
タ
ー
完
成
後
の
凹
月
一

日
以
降
も
、
別
表
の
収
集
体
制
で
行
い

ま
す
。
収
集
曜
日
a

時
聞
が
今
ま
で
と

は
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
間
違
い
の

な
い
よ
う
こ
協
力
く
だ
主
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
衛
生
課
(
臼

i
1

1
1
1
一
又
は
長
浜
町
ご
み
焼
却
場

(
臼

1
5
2
9
)

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

完成間近の大洲市・長浜町環境センター

可燃ごみ収集区域及び時間

川
川
川
川

川
川
村
ド大至

l
l
」春

賀

至長浜

収集開始時間までにi1JI~てドさ p" 平成 3 午 2 } J 1日から)

収集曜日 収集開始時間 収 集 区 域

仁久(1. 2. 3区)

長j兵圃本町通りを含人で山寄りの区域

月
8:00~ 

13の一部 14. 15. 16. 17. 18. 19 
20. 21. 22. 23. 24.44. 45区

築地 (50区)

. 小浦 (51区) 小;甫団地 (15 2区)
9 : 3 O~ 

ド平 (94区)

木
出海 (87~93区) 須沢 (85.86区)

1 1 : 0 O~ 
櫛生 (68. 71~73. 75~84灰)

1 3 : 3 O~ 
下須戒 (95.96. 98. 99. 1 5 3区)

白滝 (120~129 区)

長浜・本町通りから海寄りの区域
(本町通りを除く)

火
8:00~ 

31. 32. 33. 34. 35. 36. 37. 38. 3 
46. 47区

9 : 3 O~ j中J甫 (52~57区)
@ 

黒田 (48区) 今土方 (60. 61. 65. 66区)

11町 oO~ 大屋 (49区) 豊茂 (107-119区)

人E P 

穂積 (100~102 区)

13:30~ 
上老松 (103~l05 区)

柴 (139~'J43 ・ lH~149 区)

※ 
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時
作
目
守
党
。
護
持
記
事
雪
ま

↑
宵

F
4
1
全世

nvh
抑
額
一
刻
討
斜
i
E
I

正
し
く
お
平
め
に
f

平
成
二
年
の
所
得
税
の
確
定
申
告
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控
除
や

は
、
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
(
等
)
特
別

申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
と
き
は
、
確

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
犬
定
申
告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所

変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
還
付
を

か
っ
た
り
、
長
時
間
ム
お
待
ち
い
た
だ
く
受
け
る
た
め
の
申
告
は
一
月
一
日
以
降

よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
提
出
で
き
ま
す
か
ら
、
申
告
書
は
早
め

確
定
申
告
は
で
き
る
だ
け
早
目
に
お
に
書
い
て
、
で
き
る
だ
け
郵
送
で
提
出

済

ま

せ

く

だ

さ

い

。

し

で

く

だ

さ

い

。

ま
た
、
還
付
を
受
け
る
た
め
に
確
定

申
告
を
す
る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額
の
合
計

額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、
こ

れ
を
含
め
て
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

正
し
い
確
定
申
告
を

所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状
況
を

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税
者
が
、
自

ら
税
法
に
従
っ
て
自
分
の
所
得
と
税
額

を
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
納
税
す

る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正
し

く
計
算
し
、
お
早
め
に
申
告
と
納
税
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

者
ら
な
い
場
合

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産

収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
二
年
中
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、
配

偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
、
配
偶
者
持
別

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
と
き
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
場
合
、
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
合
計

額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど
。

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

臨融関画血税金。年金関保ほか

内
国
民
年
金
H

学
生
も

全
員
加
入
が
必
要
で
す

大
学
生
・
専
門
学
校
の
生
徒
な
ど
は
、

二
十
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
へ

の
加
入
は
任
意
で
し
た
が
、
平
成
三
年

四
月
か
ら
は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
学
生
の
方
が
事
故
や

病
気
で
万
一
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
で

も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
に
な
る

ま
で
の
四
十
年
間
加
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
学
生

本
人
ま
た
は
世
帯
主
に
納
付
義
務
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
学
生
と
い

う
特
殊
な
事
情
を
考
慮
し
て
、
保
険
料

納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
を

免
除
す
る
な
ど
、
負
担
面
に
お
け
る
配

慮
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
公
的
年
金
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は

老
齢
福
祉
年
金
や
二
十
歳
前
の
障
害

に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
や
福
祉
年
金
か

ら
の
移
行
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
、
遺

族
基
礎
年
金
は
、
そ
の
費
用
の
全
額
が

国
の
負
担
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
他
の
公
的
年
金
(
厚
生
年

月 日 当直医院 電話番号

1/27 菊 地 医 院 52-0209 

2/3 清 水 医 院 52-2883 

2/10 石 村 病 院 52-0275 

2/11 門屋医院 52-0202 

2/17 米 川 医 院 52-0165 

2/24 岡田医院 52-0639 

3/3 菊地医院 52-0209 

3/10 門屋医院 52-0202 

3/17 石 村 病 院 52-0275 

i診療j救急患者の方のみ
受付午前1O :00~午後5:00

※原則として往診は致しません。

院医直当

金
保
険
や
船
員
保
険
の
年
金
、
共
済
組

合
の
年
金
、
普
通
恩
給
や
普
通
扶
助
料
)

を
受
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
額
に
よ
っ

て
、
老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
基
礎
年
金

な
ど
を
一
部
又
は
全
部
に
つ
い
て
支
給

停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
他
の
公
的
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
役
場

(
福
祉
年
金
係
)
へ
の
届
出
が
必
要
で

す。
届
出
が
遅
れ
ま
す
と
年
金
が
払
い
過

ぎ
と
な
り
、
後
で
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

①
学
生
の
み
者
さ
ん
も
国
民
年
金
に
当
然
加
入
に
な
り
ま
す

(ぷ

長
浜
郵
府
間
局
が
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
新
設

加
入
第
一
号
に
上
田
町
長

開
発
途
上
国
の
援
助
を
目
的
と
し
た

郵
便
局
の
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」

が
平
成
三
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト
、
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
推
進
協
議
会
会
長

に
上
田
邦
彦
町
長
が
就
任
し
、
第
一
号

の
加
入
者
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
発
展
途
上
国
で
は
、
一
日
約

四
万
人
の
子
供
が
飢
餓
や
病
気
に
よ
っ

て
生
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
数
多

く
の
問
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
「
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
と
は
、
通
常

貯
金
利
子
の
二

O
%
を
寄
付
し
て
い
た

だ
き
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
民
間
海
外
援

助
団
体
を
通
じ
て
医
療
・
食
糧
援
助
な

ど
を
行
う
も
の
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
「
み
ん
な
地
球
家
族
」

を
合
言
葉
に
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人

に
と
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
の

加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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園哩圃ルポ@新入学齢児・文芸圏盟盟国重量璽密室霊翠雪量覆墨

日ぎ三百了 355人が快走 1

U号空襲会 ~長浜駅伝競走大会~
れ、 A 人七 i竜役 た五ムて町会浜第

口優八(が・駅場コ。入、四内が駅二十
口勝幡一二て裏前 l が三十外開伝十二

し浜部往ロキまかス 参百六会か競五 月
口た高)復をでらは 加五チわれ争回吾

。枝、す の白、 し 十 lせ、大長 μ

亡_I A 長る
[l ~ i兵 も 議絵て員亘 ρ 、(ij]，長 i丘品Ii'I伝置章宏 j大

01白 三 消 の]音E坊で
)署、

盟理屋"""'"璽彊罷

名
前
の
も
れ
て
い
る
方
は

教
育
委
員
会
へ

望室温翠軍軍E塁塁蕩轟

長
浜
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
春
小

学
校
へ
入
学
す
る
町
内
の
児
童
の
調
査

を
、
昨
年
十
二
月
一
日
現
在
で
行
い
ま

し
た
。新

入
学
齢
に
達
す
る
児
童
は
、
昭
和

五
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
六
十
年

四
月
一
日
ま
で
の
一
年
間
に
生
ま
れ
た

児
童
で
す
。

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
新
入
学
の

児
童
の
数
は
、
男
子
六
十
四
入
、
女
子

六
十
五
人
で
合
計
百
一
一
十
九
人
で
す
。

児
童
名
は
次
の
通
り
で
す
が
、
も
し

国

口口口己口己口口仁口口戸口口

さ
わ
や
か
に
汗
流
し
て

一
フ
ン
@
一
フ
ン
(
R
U
N
)

ー
町
内
走
ろ
う
大
会
1

十
一
月
十
一
日
、
役
場

1
須
沢
聞
で
、
第
十
五
回
走
ろ

う
大
会
が
開
か
れ
、
約
五
百
人
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
自
分
の
体
力
に
応
ビ
た
コ

l
ス
を
選
び
、
完

走
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
一
・
五
キ
ロ
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
-

シ
ル
バ
ー
コ

1
ス
)
、
関
側
イ
は
は
段
踊
鱒
離
欝
欝
時
寸

a

-
一
キ
ロ
、
四
キ
ロ
、
七
キ
ロ
識
磯
瀦
融
機
蝉
翻
鱒
緩
師
時
瞬
思
一
♂
一
i

の
四
コ

l
ス

を

、

小

額

離

騨

鞭

鱒

繍

騨

麓

響

鑓

さ
い
子
供
か
ら
お
年
総
畿
擁
離
隔
離
槽
越
明

J
2

隣
銭
燦
磁
瀦
髄
援
轡
操
協
腕
時
ル
1
4
f
i
b
j居
眠
町

w
u
h

間:、

寄
り
の
全
員
が
、
さ
盤
鞠
欝
瀦
離
時
州
安
-
一
悩↑
 

わ
や
か
な
汗
を
流
し
融
離
欝
額
翻
議
甜

h
E
5

6
て
完
走
し
た

ow¥繍
帯
都
γi一一f

M
h

之
、
同
組
轍
轡
議
警
一
瞬
間
三
二
ぽ
控

訴
仁
口
口
コ
口
口
口
口
口
口
口
口

も
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

長
浜
町
教
育
委
員
会
(
密
臼
1
1
1
1

1
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ロ
人
(
男
5
女
7

{
男
子
一
⑧
門
田
裕
介
⑧
酒
井
勇
輔
⑨

曽
我
康
博
⑧
中
野
和
也
⑫
東
恵
市
{
女

子
]
⑤
上
旧
時
十
、
上
満
仁
美
⑧
柿
見

真
タ
⑧
酒
井
友
里
⑥
問
淵
陽
子
⑫
東
香

公
⑮
渡
溢
沙
代

日
人
(
男
4
女
6

一
男
子
一
⑧
坂
井
拓
也
⑤
坪
内
慎
弥
⑧

三
秋
義
幸
⑨
山
中
伸
也
一
女
子
}
⑪
泉

小
百
合
⑥
清
水
祐
子
⑤
高
橋
美
紀
、
谷

淵
賀
穂
⑧
中
嶋
愛
⑨
宮
上
由
佳

2
人
(
男
1
女
1
)

一
男
子
一
⑨
宮
下
喜
匡
一
女
子
]
@

宮
望

白
人
(
男
日
女
叩

一
男
子
一
@
泉
田
慶
吾
⑨
鎌
田
孝
昭
③

小
西
祥
司
、
後
藤
康
之
⑫
谷
口
匠
②
友

野
未
生
⑧
中
田
普
也
、
中
田
裕
三
、
中

川
朔
⑫
二
宮
理
人
⑮
馬
場
浩
徳
⑧
藤
津

拓
也
⑨
梁
田
渉
、
矢
野
友
也
⑧
吉
岡
哲

平
一
女
子
}
⑧
菊
地
美
和
③
小
林
裕
美

⑥
城
本
知
恵
⑧
仲
井
温
美
、
成
田
麻
友

中
西
智
美
⑧
前
川
早
苗
、
松
岡
葉
子
⑥

村
上
こ
と
み
⑨
山
口
亜
耶

7
人
(
男

4
女

3
)

{
男
子
]
⑧
菊
地
順
次
、
北
岡
良
浩
⑤

清
水
卓
郎
@
藤
田
孝
俊
一
女
子
一
⑨
兼

高
慶
子
①
楠
野
朋
美
②
冨
田
真
由

8
人
(
男
3
女

5
)

一
男
子
一
@
井
上
博
人
⑤
塚
井
智
史
⑮

畑
山
大
智
郎
一
女
子
]
@
稲
田
円
⑤
玉

井
明
日
香
②
豊
田
美
沙
⑥
村
本
理
美
⑨

山
口
志
穂

日
人
(
男

7
友

4

{
男
子
]
③
久
保
田
隼
也
、
桑
野
均
③

後
藤
理
一
⑤
清
水
勇
太
⑮
玉
井
洋
⑧
中

野
裕
司
⑧
松
並
周
平
一
女
子
一
①
来
野
祐

子
⑧
楼
本
香
菜
⑮
谷
田
恵
@
西
内
千
尋

品
人
(
男
出
女
出

一
男
子
]
⑧
浅
井
佑
輔
、
明
智
洋
行
。

泉
原
哲
太
、
池
田
隼
也
、
稲
田
裕
⑧
岡

山
和
志
、
大
島
浩
二
、
奥
田
勝
輝
⑨
川

上
健
一
、
門
田
知
之
⑧
菊
地
俊
介
⑤
武

田
拓
郎
⑧
中
川
敬
太
@
西
田
光
一
⑮
馬

場
悠
介
、
林
田
将
五
ロ
⑫
東
克
晃
⑮
堀
井

敏
宏
⑧
松
岡
優
作
、
政
所
和
正
、
真
鍋

雄
⑧
三
好
智
広
、
水
田
尚
良
⑨
矢
野
壮

和
一
女
子
]
⑧
明
智
歩
⑪
井
上
静
華
⑤

上
田
麻
未
、
上
田
真
菜
、
上
田
久
美
子
、

浦
上
智
世
、
姥
愛
子
⑨
大
西
玲
奈
、
尾

崎
嗣
弥
、
大
野
香
織
⑨
川
淵
亜
矢
子
①

久
保
み
ゆ
き
⑦
菅
野
麻
美
⑮
玉
井
未
央

@
平
原
由
紀
@
福
富
茜
、
福
田
真
弥
⑮

堀
山
香
⑧
宮
本
加
奈
⑨
山
下
恵
理
香
、

山
口
真
由
、
山
本
真
由
美
、
山
口
江
美

③
一
好
崎
さ
や
か

6
人
(
男
l
女

5
)

一
男
子
一
⑫
東
志
乃
歩
一
女
子
}
⑤
上

田
有
希
⑫
玉
川
智
加
、
谷
上
志
津
江
②

藤
堂
あ
ゆ
み
⑧
松
岡
明
日
美

直言

亙
圏

圃

ー
長
浜
あ
り
そ
短
歌
会
H

新
し
き
年
迎
ふ
あ
し
た
肱
川
に
願
ひ
を

こ
め
て
開
閉
橋
に
立
つ

久

保

七

郎

帰
り
来
し
待
つ
人
の
な
き
わ
が
家
に
長

く
締
め
ゐ
し
匂
ひ
ご
も
れ
る

垣

見

苓

枝

原
稿
を
室
田
き
終
へ
窓
に
寄
り
添
ひ
て
仰

ぐ
夜
空
に
三
日
月
か
か
る片

岡
千
代
子

峠
橋
夕
暮
近
く
群
ガ
ラ
ス
え
さ
を
求
め

て
羽
音
立
て
ゆ
く

鎌

田

文

香

残
り
布
で
こ
ま
め
に
作
り
し
母
の
前
掛

在
り
し
日
の
姿
あ
り
あ
り
と
し
て

久

保

美

江

こ
の
町
に
事
業
輿
せ
し
失
を
誇
る
年
金

に
頼
る
人
あ
ま
た
あ
り
せ
ば

永
井
み
う
き

亡
き
姉
の
心
こ
め
た
る
文
あ
り
て
読
め

ば
優
し
き
面
輪
浮
か
び
来東

は

な

子

一
人
立
ち
せ
し
子
の
幸
を
し
み
じ
み
と

歌
に
托
し
て
願
ふ
こ
の
頃松

田

昭

子

聞
く
た
び
に
間
ひ
く
り
返
す
も
耳
遠
く

老
い
た
る
我
の
辛
き
こ
の
日
々

矢

野

清

七
十
一
六
十
二
才
五
十
七
姉
妹
で
今
宵

い
で
湯
に
集
ふ

山
下
ヨ
ネ
子

亡
夫
の
齢
は
る
か
に
越
え
し
教
へ
子
が

墓
に
参
る
と
集
ひ
く
れ
た
り

山
口
美
千
子
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②
家
伝
内
労
働
:
・
児
童
の
母
観
が
、

昼
間
家
庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の
家

一
字
以
外
の
仕
事
を
す
る
こ
と
が
許
通
で
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

(
父
親
が
そ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
で
、

そ
の
た
め
の
使
用
人
が
け
る
家
庭
は
除

か
れ
ま
す
。
)

③
母
親
の
出
産
:
・
母
親
が
妊
娠
中
で

あ
る
か
、
ま
た
は
、
出
産
後
間
が
な
い

場
合
♂④

母
親
の
病
気
等
・
:
母
親
が
病
気
あ

る
い
は
心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
そ

の
児
賓
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
仁

⑤
病
人
の
看
護
等
そ
の
児
童
の
家

庭
に
、
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
心
身
に

障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、
母
親
が

い
つ
も
そ
の
看
病
に
あ
た
っ
て
む
り
、

そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

⑥
家
庭
の
災
害
-E-
火
災
、
風
水
言
、
地

震
等
の
災
害
復
旧
の
問
、
児
童
が
保
育

で
き
な
い
場
合
。

⑦
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
前
各
口
可

子
成
に
生
ま
れ
た
の
で
、
ア
)
の
伴
氏
山
時
代
か
ら
、
寸

:

!

?

 

レ
畦
く
す
く
伸
び

P
/

舌
て
欲
し
い
レ
し
の
願
い
r
f
込
め
て
「
伸

一心訓

V
L
L
一
名
付
け
ま
し
た
。

川
口
リ
一
一
併
に
健
康
、
ヂ
し
て
心
の
広
い
人
間
に
育
J

てん飢?〉

ん
け
し
し
思
い
ま
す

ζ

や
ま
と
、
出
海
地
反
立
、
あ
ま
り
ー
も
イ
供
の
枚
、
が
か
な

中

つ

い

の

で

、

い

都

'

繍

生

い
7
一

夕

日

の

ま

齢

前

軒

目

園

口

u

べ

主

し

い

郡

境

掴

3

u
伸
j
…

一

川

町

4Iよ

井
か
1
い

1

事

・

年

号
ゑ
み
ヘ

1
」

2

ム

プ

:

よ

ろ

し

成

ゑ墾璽密室室三ョ・E塞翠霊室調厩

保
曹
の
新
入
閣
児

た
だ
今
量
付
中

平
成
二
年
度
町
内
保
育
所
~
長
浜
乳

児
保
育
所
を
含
む
)
の
人
所
受
付
を
、

次
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま
す

C

{
受
付
期
限
一
平
成
二
年
一
月
一
二
十
一
日

{
受
付
場
所
一
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保

育
所
、
ま
た
は
筏
場
住
民
課

{
入
所
基
準
}
入
所
で
き
る
児
童
は
、

保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、
次
の
項
目
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
兜
雫
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
ど
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か
っ
、
同

居
の
親
族
、
そ
の
他
の
者
が
保
育
で
き

な
い
場
合
に
限
久
れ
ま
す
。

①
家
一
段
外
労
働
:
児
童
の
母
親
が
、

民
一
間
家
庭
の
外
で
仕
事
を
す
る
こ
と
が

普
通
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な

山
場
合
。

ば翠鍾震翠歪ョ・・E一四戸募集・一識です a まちづくり臨和四

と
同
じ
れ
恥
態
に
あ
る
場
合
。

※
平
成
二
年
度
現
在
入
所
し
て
い
る

児
童
も
改
め
ど
中
請
が
必
要
で
す
。

入
所
申
請
書
室
希
望
さ
れ
る
方
、
ま

No.14 

ル
る
怠

y

」
塾
、
王
宰
e

荻
原

大てのも動伶づな塾とがと だ回lうにし昔捕 てりろ白人
切 w すのを民くり」しつ削そ。の吋 iSた lそれし知わで本口兵
だ同べてもすべりまをてく宝こ 有 J〆 兵 となからけ、海ー庫
とじでする Iμ し問 、 ら 事 て や Jt::、がこふくしれカ古を万県

|土 人スをたー ーなてニく臨五の
う俵、そ材で合 C しふ、推香 ちナくまわっ近いのかわ干:it
巡々まのを 、言 ν よるそ進住 が Aなまなで年ま名ら、人端
回にちた育ま葉まうさの委町 ヲヲれコオく?、す産漁風のに
講上づめてちにちとと第員ふ え仕立川なたカ。土也業光町香治
演 が く に よづ、づい香ー会る まとし、りたニ と、町!が f上:
会る η 以うくあぐう住歩“さ L 、ま凹JまIb， '1:) し と 美 今 回i
がこ に 、とりく り こ 欄軍閥敵国圃臨一一-ー過酷甑酒凶悪川田一品園田園巴Eー なリ火
、とつ町いのまはと鯛E鑓藤望聖鯉盟甥理験室蒲官謹軍曹韓誼 と主心

ごがしミ民う t舌で人に 幽臨鐙遍溢品轟騒溢侵類纂遥薗量鰻謡溢議蚤鎮通選夜襲騒醤錨璽 こ Y。つ、

私
の
話
を
聴
い
た
、
た
く
さ
ん
の

方
た
ち
か
ら
、
「
ま
ち
マ
つ
く
り
と
い

う
の
は
、
道
路
や
建
物
を
造
る
ご
と

だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

そ
う
ヒ
ゃ
な
い
ん
だ
。
そ
れ
よ
り
も

心
の
角
度
を
変
え
て
ま
ち
を
眺
め
て

み
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
」
と
い
わ
れ

た
と
き
に
は
、
思
わ
ず
、
こ
の
ま
ち

に
来
て
よ
か
っ
た
な
と
、
胸
mw
内
で

拍
手
を
し
た
ほ
ど
で

w

が

講

演

を

聴

き

し

た

。

思

一

識

を

高

め

る

の

が

自

問

自

分

の

住

ん

で

い

る
と
こ
ろ
が
嫌
い
な

人
が
た
く
さ
ん
い
る
ま
ち
に
、
ど
れ

だ
け
お
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
も
、
ま
ち

は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
う
い

い
ま
し
た
。

「
ま
ち
に
は
、
個
性
が
必
要
な
ん

で
す
よ
。
こ
の
ま
ち
は
、
あ
な
た
方

の
先
祖
が
素
晴
ら
し
い
名
前
を
つ
け

て
く
れ
た
。

香
住
|
|
香
り
が
住
む
町
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
香
り
の
な
だ
よ
う
木

や
花
を
植
え
て
、
植
物
園
で
も
造
っ

た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
」
町
民
の
み
な

さ
ん
の
自
が
輝
き
ま
し
た
c

茂
裕

の
夏
、
香
住
町
の
各
所
で
聞
か
れ
ま
し

た
〕
そ
の
講
師
と
し
て
、
私
が
参
加
し

た
の
で
す
。

二
つ
の
会
場
を
回
る

七
月
一
日
か
ら
七
日
間
、
香
住
町
の

町
内
十
数
か
所
の
会
場
で
講
演
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

関丁各
地
域
の
人
た
ち
ゃ
老
人
会
、
婦
人

会
、
町
内
の
小
学
六
年
生
、
中
学
生
、

そ
し
て

P
T
A
の
お
母
さ
ん
た
ち
な
ど
、

幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
、
私
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ο

町
民
の
大
半
が
講
演
を
聴

w
て
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
い
う

の
で
す
か
ら
、
そ
れ
は
画
期
的
な
ご
と

で
し
た
、
午
前
九
時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
、

一
日
に
二
つ
な
い
し
三
つ
の
会
場
を
回

り
講
演
し
主
し
た
。
終
わ
る
の
は
午
後

十
一
時
近
く
な
る
の
で
す
が
、
汗
だ
く

で
や
り
ぬ
き
ま
し
た
。

心
の
角
度
を
変
え
て

ま
ち
を
眺
め
る



ん
(
五
五
)
は
、
優
良
常
勤
役
職
員
と
し

て
、
中
小
企
業
庁
長
官
彰
を
、
上
崎
吉

男
さ
ん
(
四
二
)
は
、
優
良
常
勤
役
職

員
と
し
て
、
武
元
幸
子
さ
ん
(
五
四
)

は
、
役
員
功
労
者
(
婦
人
部
)
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

結
核
予
防
の

検
診
活
動
に
も

長
浜
町
商
工
会

平
成
二
年
十
一
月
二
十
日
、
松
山
市

の
県
民
文
化
会
館
で
、

(財
)
結
核
予

防
会
愛
媛
県
支
部
創
立
五
十
周
年
記
念

式
典
が
聞
か
れ
、
長
浜
町
商
工
会
は
、
検

診
活
動
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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堀
田
昌
志
君

(出
海
小
)
の
俳
句
が
、

作
品
九
千
三
百
六
十
二
中
、
待
選
に
、

選
ば
れ
ま
し
た
。

一
特
選
}
先
生
に
よ
く
に
て
ひ
ま
わ
り

よ
く
わ
ら
う

(
三
四
)

(
一
一
五
)

(一一一一)

(一一一一一)

(
二
四
)

(一一一三

(四
三
)

(
一一
一
一
)

(
一
一
一
一
)

(一一一一)

(
一
一
九
)

(
二
九
)

¥

柴

柴

中

光

一

/
五
十
崎
町
中
西
美
佳
子

¥

上

老

松

海

井

秀

秋

/

黒

田

武

田

洋

恵

¥

今

坊

片

岡

伸

二

/

長

浜

兵

頭

千

賀

¥

豊

茂

菊

岡

正

/

長

浜

浅

田

美

恵

¥

長

浜

西

崎

嘉

一

/

長

浜

清

田

小

百

合

¥

上

老

松

清

水

和

久

岳
靖
明
霊
智
子

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

表
彰
*
*
*

長
浜
町
商
工
会
ほ
か

商
工
会
法
施
行
三
十
周
年
・
-

O
平
成
二
年
十
一
月
二
十
日
、
松
山
市

の
県
民
文
化
会
館
で
、
商
工
会
法
施
行

三
十
周
年
・
連
合
会
創
立
三
十
周
年
記

念
式
典
が
開
か
れ
、
経
営
改
善
普
及
事

業
推
進
の
功
績
に
よ
り
、
長
浜
町
商
工

会
は
、
優
良
商
工
会
と
し
て
、
同
婦
人

都
は
、
優
良
商
工
会
婦
人
部
と
し
て
、

岡
成
美
さ
ん
(
六

O
)
・
楼
田
和
夫
さ

ん
(
五
九
)
・
神
山
栄
治
郎
さ
ん
(
六

O
)
は
、
役
員
功
労
者
と
し
て
、
そ
れ

H
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

ぞ

れ

愛

媛

県

商

工

会

連

合

会

会

長

彰

を

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

受

け

ら

れ

ま

し

た

。

今

坊

藤

岡

光

園

二

男

ま

た

、

青

年

部

功

労

者

と
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11月末現在 前月との比較

11，386人 4人増

人 口 (男 5.348人) (男 3人減) I 
女 6，038人 女 7人増

世帯数 3，723世帯 1世帯増

人口をふやしましょう

数

広報ながはま

謹賀新年平成三年元豆。 21

世紀への足音が高らかに響く。

世界情勢は刻々変化し、日本

社会は一大転換期に直面。大

きな変化の波が日 本 列 島 に 襲

いかかろうとしている。変化

の第一波は国際化である。

物・金・人の三側面の変化は全

世界に風びし、日本企業の外

国進出 ・外国からの労働者の

流入・物資経済の流通と変動。

21世紀の日本人口は外人が十

人に 一人 とい う。教育 ・労働

・福祉 ・経済・治安はどう変

化するのだろう 。 国際的視野

の必要を痛感。 V 第二 波は高

度情報化である。コンピュー

ターの発達は勤務・労働の変

化を生み日本企業は圧迫され

る。労働時間の短縮・遊びと

ゆとりの開発・働き過ぎへの

風当 り は 強 ま ろ う。情報伝達

は多種多様化し、民間の通信

衛星の開発は激化。パソコン

のソフトウェアが降り1主ぐ。

日本人宇宙飛行も盛んになろ

う。V 第三波は高齢化である 。

定年後の問題・寝たきり老人

や痢呆性老人の問題等人生八

十年時代にどう対処するのか。

一年の計は元旦にある。この

変化に対処するため英知を新

町長と共に町民が出しあい、

住みよく豊かな郷土づくりに

一丸となり世界の動きに遅れ

ぬ日々を送って省大しし」
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